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事業名 事業 事業
福岡都市計画道路事業3･3･47藤崎四箇線外１路線 区分 街路事業 主体 福岡市

ふじさきしかせんほかいちろせん

起終点 自：福岡市早良区藤崎 延長
さわら ふじさき

至：福岡市早良区次郎丸 約3.0km
さ わ ら じろうまる

事業概要
、 、 、本事業は 本市の交通体系の中で東西方向の幹線である博多姪浜線と国道２０２号 外環状道路を結び

本市の西南部交通の幹線ネットワークを形成する道路である。
近年、急速に市街化が進み交通渋滞の激化を招いている西南部地域において安全かつ円滑な道路交通を
確保し、良好な都市環境の形成を図るため、道路整備を行うもの。
Ｈ ７年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｈ７年度用地着手 Ｈ７年度工事着手

（Ｓ５７年度変更）
全体事業費 ２５７億円 事業進捗率 約８４％ 供用済延長 約１．４km
計画交通量 ２４，９００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 36/ 280億円 2,085/ 2,085億円 平成１６年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： / 億円7.43 事 業 費： 34/278 2,011 2,011
億円 走行費用減少便益： 67/ 67億円(残事業) 維持管理費： 2/ 2

交通事故減少便益： 7/ 7億円58.54
感度分析の結果
交通量変動：B/C=7.51（交通量+10%） ， B/C=7.35（交通量-10%）
事業費変動：B/C=7.34（事業費+10%） ， B/C=7.52（事業費-10%）
事業の効果等
・幹線道路ネットワークの構築（渋滞が著しい西南部地域と都心部との連携強化）
・渋滞ポイントの解消（第３次渋滞対策プログラム、都市圏交通円滑化総合計画に位置づけあり）
・災害への備え（地震等災害時における人命救助、復旧活動の為の緊急輸送道路に位置づけあり）など
関係する地方公共団体等の意見 特になし
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
この事業の目的が失われるような道路交通状況の変化及び関連プロジェクト等の変更はない。
事業の進捗状況、残事業の内容等
【平成１６年度末進捗状況】 事業全体：約８４％，工事：約６５％，用地補償：約８６％
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
本路線のうち、平成７年度に事業着手した工区については既に完了している。平成１０年度から着手し
た残りの工区においても平成１６年度末の事業進捗率は約７割と進んでおり、平成１９年度の全線供用を
目標に事業推進を図る。
施設の構造や工法の変更等 特になし
対応方針 継続事業
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


